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はじめに

持続可能な成長を支えるデカップリング出所：UNEP-IRP (2016)
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Circular Economyのコンセプト

Source: Fullerton et al (2022) “Introducing the Circular Economy to Economists”, Annual Review of Resource
Economics, 14(1), pp. 493-514.
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５つのCircular Business Economy

Source: Fullerton et al (2022) “Introducing the Circular Economy to Economists”, Annual Review of Resource
Economics, 14(1), pp. 493-514.
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我が国の定義

歴史的背景等から優先順位は異なるが、目指す世界は一緒?

循環型社会基本法
・・「循環型社会」とは、製品等が廃棄物等となることが抑制され、並びに製品等が循環資
源となった場合においてはこれについて適正に循環的な利用が行われることが促進され、
及び循環的な利用が行われない循環資源については適正な処分 (廃棄物（ごみ、粗大ごみ、
燃え殻、汚泥、ふん尿、廃油、廃酸、廃アルカリ、動物の死体その他の汚物又は不要物で
あって、固形状又は液状のものをいう。以下同じ。）としての処分をいう。以下同じ。）が
確保され、もって天然資源の消費を抑制し、環境への負荷ができる限り低減される社会を
いう。
→ 適正処理の担保が最優先課題 (ex. 電子マニフェスト制度)

循環経済ビジョン 2020

循環経済とは、あらゆる段階で資源の効率的・循環的な利用を図りつつ、付加価値の最大
化を図る経済
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CE・CN の推進とともに現れた新しい課題

環境負荷最小化の「協調」 vs 付加価値最大化の「競争」
適正処理を優先した法制度とどうバランスを取るのか？

出所: 日本経済新聞 2023 年 2 月 8 日 (https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA084BY0Y3A200C2000000/)

→ 公正取引委員会「グリーン社会の実現に向けた事業者等の活動に関する独占禁止法上の考え方」（案、2023/1/13）
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CO2排出における生産と消費のバランス

Source: https://www.economist.com/finance-and-economics/2019/10/17/greta-thunberg-accuses-rich-countries-
of-creative-carbon-accounting
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CNとCEの融合には意識改革が必要？

出所: https://www.ft.com/content/c5e0cdf2-aaef-4812-9d8e-f47dbcded55c
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プラットフォームビジネスの台頭
Two-sided Platformerの多様な価格戦略・subscriptionとの好相性

出所: https://catena-x.net/fileadmin/user upload/Vereinsdokumente/Catena-X UEbersicht.pdf

March 7, 2023 M. YAMAMOTO (Tokai U.) 12 / 23



経済産業省 産業構造審議会 産業技術環境分科会 研究開発・イノベーション小委員会 「循環経済とイノベーション」
産業競争力の向上・イノベーションに向けて

1 はじめに

2 循環経済とは何か

3 CE・CNの推進とともに現れた新しい課題

4 産業競争力の向上・イノベーションに向けて

March 7, 2023 M. YAMAMOTO (Tokai U.) 13 / 23



経済産業省 産業構造審議会 産業技術環境分科会 研究開発・イノベーション小委員会 「循環経済とイノベーション」
産業競争力の向上・イノベーションに向けて

経済安全保障は新しい時代へ
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もはや避けられないCE化の潮流

環境負荷低減・自然資源保全
という次元の問題から、

経済安全保障
への期待も背負うことに
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METI「成長志向型の資源自律経済の確立」へ

出所: https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sokai/pdf/030 02 00.pdf
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イノベーターのジレンマ → 「諸行無常も盛者必衰も決して悪いことではない」？

1 既存企業は仮に有能で戦略的で合理的で
も、新旧技術や事業部間の「共喰い」で、
イノベーションに本気になれない。

2 「ジレンマ」を解消するには「共喰い」
を容認する必要があるが、これは「企業
価値最大化」につながらない可能性。

3 「競争と技術革新のちょうど良いバラン
ス」が必要
→ 「イノベーション促進策」の難しさ。
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CEを成長の機会にするには
個社の取り組みだけでできることは限界があり、Scope3のように
バリューチェーン全体で共通理解が必要になる。

廃棄物かどうかは、国や人、時代
によって異なり、国際比較は困難。

みえているのはゴールだけで、国
の事情によってトランジションパ
スはさまざま。

「共喰い」を避けてのイノベー
ションは異業種の視点が重要。

出所: OECD Stat 2019
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例 1: 良いビジネスモデルも消費者の協力が不可欠
マイバッグなら 50-150回使用してはじめてエコに。

出所: https://www.nhk.or.jp/gendai/articles/4716/
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例 2: 高度にネットワーク化された非鉄金属精錬
お互いに融通し合うネットワーク網があることで国際競争力を維持
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例 3: 修理する権利がもたらすサプライチェーンの変化
生産地と消費地が一致？、大量生産/長距離輸送 =規模の経済性 → 小ロット/近距離 = ?

出所：左上/右上・日経新聞 (17/7/14・21/5/21)、左下・wired.jp(21/2/16)、右下・Bloomberg (21/5/22)
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終わりに

２つの大きな波をうけて、これまで適正処理を追求してきた
日本の静脈経済を取り巻く政策は新しいフェーズに入ったと
言える。

CEを前提とする社会は、これまでの廃棄物・リサイクルの
壁を超えた広い概念で、全く新しい市場を生み出す可能性が
あり、成長のきっかけとなる存在。

しがらみを断ち切って、「共喰い」を恐れず、イノベーショ
ンを進められるかが鍵。

March 7, 2023 M. YAMAMOTO (Tokai U.) 22 / 23



経済産業省 産業構造審議会 産業技術環境分科会 研究開発・イノベーション小委員会 「循環経済とイノベーション」
産業競争力の向上・イノベーションに向けて

ご清聴ありがとうございました
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